
決 へ向けた大学の 役割 
一 学官連携協定に 基づくモバイルソテラシ 一に関する 小 。 申 。 高校教員 伊 修を通じて 一 

0 浅野洛東 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) , 井出裕史 ( 能 蓑市教育委員会 ) 

 
 

少
年
 

青
 

 
 

及
 

並
日
 

こ
 

 
 

速
 

へ
急
、
 

サ
氏
 

世
 

各
 

 
 カ
 

-
%
 

テ
 
一
 
一
 
一
 
口
 

電
 

世
 
了
 
辞
 

こ
携
 

ま
じ
め
 

近
年
，
 

を 取り巻く情報環境の 変化によって 出会い系サイト 
る トラブルや迷惑メールの 問 
など，新たに 生じた社会的課 

による青少年への 

ット 利用による 被 

有機的に連携し。 対処していくことが 求められてい 

る 。 

石川県 能 蓑市 似下 ，龍実 而 では平成立 
育 委員会に「携帯電話対策プロジェクト 会議」を設 

置し。 地域。 青少年への対応策の 検討と，各種啓発 
活動を実施している。 しかし 情報端末の高度化 @ こ 

よって今後。 これら社会的課 ぼ ますます複雑化す 
ると思われ，教育現場で 指導に係わる 教職員へ正し 
い知識の普及が 急務であ った ， 

日 に本学と地元。 龍実 
市 が締結した学官連携協定 2 に基づく， 第 ， 号 事業と 
して。 「モバイルリテラシー 教員研究プロバラム 運営 

及び 本 プロジェクトの 今後の展望について 報告する   

に 際して，出会い 系 

報 サイトによる トラ 
議申傷や カメラ付き 
ジタル万引きなど ， 

る ， こうした青少 

は 携帯電話端末の 
てますます複雑な 
対して龍実 市 でほ 
帯電話対策プロジ 

では 携帯電話を持 
取り組みを実施し 

委員会」 3i を設立し，今年度は 青少年の携帯電話利用 
について有識者を 交え。 計 

ムを 実施している ，今後は 

携帯電話事業者などの も含め。 派生する課題へ 対 
応策を検討する 予定で 

本講演では， これら取り組みの 現状について 報告 
し，地域的課題に 対して，地元。 大学が果たす 役割， 

しかし，携帯電話が 青少年にもたらす 諸影響に関 

して，指導する 立場の教育関係者の 認識。 知識不足 

ほ ついて携帯電話対策関係者から 指摘が 
関係者へ， 本 課題 、 理解の増進が 急務であ っ 

た 。 そこで，平成 互 22 日に市。 教育関係者， 
本学教員で構成する「モバイルリテラシー イ参 

プロバラム運営委員会」を 設立し， 市 。 生涯 キ目 一 
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' 本研究において ，青少年とほ 

2 本学における 学官連携協定の 

陸先端科学技術大学院大学における 学官連携協定の 現状と展 
望」 碇谷勝 ， 山本和義，小林俊哉を 参照されたい． 

3 本研究プロジ ヱタト は木学。 北陸先端科学技術大学院大学 

が平成 17 年 3 月 i7 日に締結した 学官連携協定に 基づき実施 
した． 尚 。 本研究プロジェクトを 推進するに当たり 本学。 知 

識 科学研究科幻世紀 COK プロバラム「知識科学に 基づく科 
学技術の創造と 実践」の助成も 得た． 

一 229 一 



前田英夫 委員長 雨教育委員会 教育長 
中森 義 輝 委員 科学技術開発戦略センター 長 
山本和義 委員 先端科学技術研究調査センター 長 

小林俊哉 委員 科学技術開発戦略センタ 一助教授 
丼 州邦彦 委員 石川県立寺井高等学校長 
外山ひとみ委員 市立和気小学校 教諭 

よるトラブル や ，青少年への 悪影響が懸俳されてい 
る。 これらトラブルや 事件，ネットにおける 誹議 申 

傷など携帯電話の " インタ一孝 ット 

は 非常に多い。 今回，携帯電話の 
に有害情報サイト や インタ一孝 ット 

について焦点を 当て。 最新の調査結果，動向を 踏ま 
演を実施し ， 正しい現状把握と 問 

上を図る。 

ては自転 @ など 入 

ら 。 長崎県佳世 保 事件に代表される ，顔の見えない 
コミュニケーションから 生ずるコンフリクトまで ， 

多岐に 亘る 。 そのため，本年度は 市内。 小中学校の 
育 担当のね名と 任意の教員を 

「有害サイト。 ケータイ イ 
「顔の見えないコミュニケー 

「カメラ付きケータイのマナ 
肖像権 の問題」の 3 つの 軸 

握 と正しい理解口を 研修目標 
趙回の プロバラムを 計画した．各プロバ   

1 鼠茸 ね 撰銭 " ま遼 しも bJ 里群   
    

師 : 下田 博 次 氏 群馬大学 

会情報学部大学院教授 ねち ず ん材 村長 

L 顔の見えないコミュニケ 

， ミスコミュニケ - ション 

旨 : 現在。 青少年の携帯電言舌利用はメークレ やチャ 
、 ソト など文字によるコミュニケーションが 中心にな 

っている， チ ヤットによるトラブルが 発端となった ， 

長崎県佳世 保 事件に代表されるように 表情が見えな 
い， リアルタイム な 文字コミュニケーションが 双方 
に思わぬ誤解や 認識の違いを 生むなど，対話不全に 

至るケースも 報告されている。 
持つコミュニケーションの 特 
少年と携帯電話のコミュニケーションの 現状を中心 

に。 最新の調査結果や 動向を踏まえた 講演会を実施 

し ， 正しい現状把握と 問題意識の向上を 図る。 
容 Ⅰ若者のゲータイコミュニケーションと 

講師 : 羽 洲 一代 弘前大学人文学部 助教授 

日時 : 平成五 年 25 日く ど挙 ) 
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のあ る学生 2 名が ，副 テーマ 究 4 として， 本 プロジ 
ヱクト を継続する予定であ り。 こうした学生の 
一マと 連動した地域連携，地域貢献活動の 機会 

がることが今後ますます 期待さ る 。 また，そ うし 

た 活動を推進するため。 
ソ チングするシステムの 

としてインセンティブのもと 学生 

むことができる サ 恭一 ト 体制作りが 

現在， 本 研修プロバラムに 参知 し 
を 中心に，共通認識として 取り上げ 

侠 者や保護者。 携帯電話事業 
の 研究者の役割について ， 市 

電話と青少年のトラブルに 対するサポート。 指導 

築を目指し。 議論する場の 設 

また，本学のコンピューター 設備等 

れまで 本 研修プロバラムで 取り上げら 

サイト や ，中高生が実際に 利活用している 

の場で携帯電話をどのように 利用しているか。 また 
能や サービスをどのように 活用している 
話の場を作り 子どもの携帯電話 利 活用の 

状について，理解の 促進を目指す。 

協力 : 石川県立寺井高等学校 生徒 
本学。 知識科学研究科 近藤研究室 

④ 第 在国 研修会 「デジタル万引き ，カメラのマ 

ナ - など著作権 。 肖像権 等に関する問題」 

趣旨 : 現在。 多くの携帯電話にはカメラが 標準装備 
されている。 それに伴い。 いわゆる「デジタル 万引 

ばれるカメラを 利用した記事や 写真の万引 
きや 。 無断撮影 盗撮などが社会問 
る 。 著作権 。 肖 権 など法的な観点。 
付 携帯電話に係わる 問 ついて講演会を 実施し ， 

正しい現状把握と 問題 
講師 : 小林 俊哉 氏 北陸先端大 科学技術開 
発戦略センタ 一 助教授く予定 ) 

教員研修を実施し ，任意の参加 
名を越える教員が 参加し。 こう 

した課題に関して 地域の教育関係者の 問題意識が非 
常に高いことがわかった。 今後。 地域の青少年に 対 
して，携帯電話等の 情報機器の適切な 利用について 

効果的な指導。 教育。 サポートを行 う ためには， 現 
場の教育関係者や 保護者，携帯電話事業者，行政。 
そして専門の 研究者がどのような 役割を担い。 対策 
を実施するか ， さらに議論が 必要であ り " 継続した 

取り組みを行う 上で検討しなければならない 共通認 

識としで多く 取り上げられた。 

本学が龍実 市と 締結した学宮連携 第 1 号 事業とし 

て， 本 プロジェ タト を実施し，現在，本清 動 に関心 

イト について，本学。 清 科学系のバッバ グラクン 

ド を持つ大学院生を 講師とする体験学習型の 研修プ 
ログラムを企画している。 

[ 玉 ]  総務省 (2005) 『平成 17 年度 情報通信白書刀・ 
[2]  文部科学 省 委託事業 (20 

対策の推進」モデル 事業 
文部科学 省 青少年課 

@3%  下田博 次鯉 ㈱の 下 ケータイ。 リテラシ一 

の携帯電話。 インタ一孝 ット が危ないⅡ 
㌻ 召ヨ ( 財池会 安全研究財団 (2003   の「インタ一 

対策研究報告書 2 」． 

査 研究会 (20%) P 青少年の意識   

行動と携帯電話に 関する調査研究』 
[6]  " ののいちっ 子 " を育てる町民会議 (2005.3) 『「携帯電 

話 ; に関するアンケート 調査結果報告書』平成 17 年度 
3 月 青少年育成国民運動実践調査研究事業． 
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